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資料５－１

瀬戸内海の漁業生産量の推移

瀬戸内海における漁獲量の推移 中国四国農政局統計情報部「灘別漁獲統計」および農林水産省漁業・
養殖生産量統計年報「大海区都道府県振興局別統計」をもとに作成
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海の生産に影響を及ぼす要因

海（特に沿岸・内湾域）に生息する魚介類などの動物の生産（漁業生産）に影響を
及ぼす要因として，①地球規模の気候変動，②浅場域などの生息場所の減少・
消失，③餌生物の減少・変化，④漁獲圧の増加，などが挙げられる。

人間活動の
拡大

地球規模の気候変動

生息場所の減少・消失
・藻場，干潟の減少

漁獲圧の増加

海洋汚染･水質の悪化
・富栄養化

餌生物の減少・変化
・貧栄養化

沿岸生態系の
変化・劣化

漁業生産量の
減少
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栄養塩と水産資源との関係

近年の瀬戸内海における水産資源の低迷は
ボトムアップ効果（餌が上位生物を調節）？

栄養塩と水産資源の関係を解明するには、
栄養塩と餌生物との関係解明および餌生物
と水産資源との関係解明が必要
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瀬戸内海の栄養塩環境とノリ生産量

瀬戸内海表層の年平均栄養塩濃度
と発生負荷量
（環境省資料、瀬戸内海ブロック浅海定線観測データより作成）

栄養塩不足による
ノリ色落ち

瀬戸内海におけるノリ生産量
農林水産省漁業・養殖生産量統計年報「大海区都道府県
振興局別統計」をもとに作成

海域の栄養塩を直接利用
するノリへの影響は明らか
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栄養塩環境と漁業生産

漁獲量は種によって変動が様々

水産生物の殆どは栄養塩を直接利用するのではなく、
種によって栄養塩との関係が異なる

瀬戸内海における魚種別漁獲量の推移

中国四国農政局統計情報部「灘別漁獲統計」および農林水産省漁業・
養殖生産量統計年報「大海区都道府県振興局別統計」をもとに作成

栄養塩と水産資源の関係解明には、栄養塩と餌生物
および餌生物と水産資源との関係解明が必要
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水産基本計画（平成29年4月）

第２ 水産に関し総合的かつ計画的に講ずべき施策

Ⅰ-２ 国内の資源管理の高度化と国際的な資源管理の推進

（７） 漁場環境の保全と生態系の維持

ウ 有害生物や赤潮等による漁業被害防止対策の推進

赤潮等への対策と並行して、栄養塩と漁場生産力の関係

を科学的に調査し、海域の漁業・養殖業の現状を踏まえた

適切な栄養塩（水質）の管理に関する検討等を含め、漁場

の生産力（特に二枚貝・小型魚類・ノリ等）を回復・維持して

いくことについて必要な調査を推進する
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平成30年度漁場改善推進事業のうち
「栄養塩の水産資源に及ぼす影響の調査」

栄養塩影響調査共同研究機関（代表機関：水産研究・教育機構）
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【背景】潮間帯・潮下帯における一次生産者

二枚貝の餌料生物として、植物プランクトンに加え、底生性の微細藻類が重要
であることが指摘されている

潮間帯（干潟域）における底生微細藻類の生物量は、微細藻類全体の約8割に相当

潮下帯における底生微細藻類の生物量は植物プランクトンに匹敵 （山口 2011）

山口一岩（2011）

水産庁ＨＰより

１．栄養塩が底生性の微細藻類に及ぼす影響解明（１）

植物プランクトン
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しかし、底生性の微細藻類については，出現種やその現存量に関する
基礎的な情報すら不足しており、栄養塩等の環境変化に対する応答は
明らかではない

１．底生性の微細藻類の出現種や現存量の現状把握、
餌料としての重要性の解明を行う

２．栄養塩等の水質環境が底生性の微細藻類の動態に
及ぼす影響を解明する

そこで、

１．栄養塩が底生性の微細藻類に及ぼす影響解明（２）
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２．栄養塩が二枚貝生産に及ぼす影響解明（１）

これまで、瀬戸内海最大のアサリ・ハマグリ漁場であった周防灘で
解析を行った結果、アサリ・ハマグリの生産量の減少は水温上昇、
栄養塩の低下との関係が示唆されている

今回の事業では、その後の最新データを追加するとともに、
調査範囲を瀬戸内海全域に拡大する

浜口ら（2009）：周防灘におけるアサリ・ハマグリの資源と海洋環境の関係．水産海洋研究,73,325-328.
浜口（2011）：一次生産の変化と有用種の関係（二枚貝）．水産総合研究センター報告,34,33-47.
浜口（2013）：瀬戸内海の魚介類漁業の現状と課題．海洋と生物,205,125-131.

仮説検証型のパス解析の結果

夏季底層ＤＩＮ濃度（μmol/L）冬季水温（℃）
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周防灘（大分・福岡）のアサリ漁獲量と水温・栄養塩との関係

仮説
周防灘

（A海域）
周防灘

（B海域）

 餌欠乏 ○ ×

 乱獲 × ○

 海洋環境変動

○
水温（夏＋，冬－）

塩分（－）
ＤＯ（＋）

栄養塩動態（Ｎ比＋）

○
冬季水温（－）

塩分（－）
ＤＯ（－）
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植物プランクトンのサイズ画分

採苗不良年

←10 μm

この部分の量と質
を評価するための
基礎的知見を得る

２．栄養塩が二枚貝生産に及ぼす影響解明（２）

マガキ等浮遊幼生の餌となる小型の植物プランクトンの評価を試みる

> 20 μｍ

2～20 μｍ

< 2 μｍ

小型の植物プランクトンが餌として重要

ＮＧＳ（次世代シー
ケンサー）の活用

（李ほか,1996）
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対象とする生物群 →

３．栄養塩が藻場生産に及ぼす影響解明（１）

藻場生態系の主要な構成者のうち，
１．一次生産者（アマモ，ホンダワラ類等の大型海藻，葉上微細藻類），
２．葉上微小甲殻類等の餌料生物（二次生産者），
３．藻場に依存性の強い重要魚介類（高次生産者）
の３区分について，海域における現存量や生産量等に関する既往知見のレビュー，
調査による現状評価および過去との比較，調査・実験による栄養塩濃度の影響の

直接的解明，を行う。これらの作業を通じて，瀬戸内海の藻場の生物生産力と機能
の現状を評価するとともに，藻場の生物生産力を適切に維持するために必要な
栄養塩濃度等の海域環境について提言を行う。
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３．栄養塩が藻場生産に及ぼす影響解明（２）
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３．栄養塩が藻場生産に及ぼす影響解明（３）
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①各種珪藻休眠期細胞の分布と水質環境との関係の検討

②既往知見の収集および既往データ解析

・瀬戸内海広域における珪藻休眠期細胞の分布調査・解析
(既に研究例の多いノリ色落ち原因ケイ藻C. wailesii およびE. zodiacus
以外の珪藻類を対象)

・外海起源窒素・リン量の推定とその長期変動の解明

４．栄養塩がノリおよびケイ藻類に及ぼす影響解明

瀬戸内海における外海起源および陸起源窒素の割合
（本事業の解析結果）

・近年の瀬戸内海（特に東部海域）に
おける窒素の減少は陸起源の減少が
原因であり、外海起源の経年変化に
よる影響は小さい

・瀬戸内海全体では外海起源が約６割
を占めるが、容積の大きい豊後水道
と伊予灘の影響が大きい
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ア．栄養塩等の水質環境が小型浮魚の餌料環境に及ぼす影響解明
イ．水質環境や餌料環境と小型浮魚生産量との因果関係の評価

５．栄養塩が小型浮魚生産量に及ぼす影響解明（１）

燧灘カタクチイワシ5, 6月発生群の加入低迷（漁獲量減少）と動物プランクトン・低次生産
環境との因果関係を明らかにし、魚類生産に及ぼす貧栄養化の影響を考察する
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５．栄養塩が小型浮魚生産量に及ぼす影響解明（２）

ア．栄養塩等の水質環境が小型浮魚の餌料環境に及ぼす影響解明

（a）餌料生物の採集及び種レベルでの分析
（b）小型浮魚の胃内容物調査
（c）数値生態系モデルを用いた栄養塩、低次生態系の時空間変動解析

Uye et al., (1987)

1980年代のメソ動物プランクトンの群集構造と地理的・季節変動
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イ．水質環境や餌料環境と小型浮魚生産量との因果関係の評価

（a） 野外調査に基づくカタクチイワシ、低次生産環境のモニタリング
（b） 小型浮魚の加入量と低次生産環境の長期データ解析
（c） 餌料環境を介した加入量と低次生産環境のシナリオ解析

・ 産卵量調査
・ 成熟調査
・ 餌生物（カイアシ類）調査
・ 仔魚調査
・ 捕食者（クラゲ）調査
・ 海洋環境調査

・ 産卵量調査
・ 成熟調査
・ 餌生物（カイアシ類）調査
・ 仔魚調査
・ 捕食者（クラゲ）調査
・ 海洋環境調査

・ 動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ査定
・ 胃内容物調査
・ 成長率推定
・ モデル検証

（ａ） （ｃ）

（ｂ）

５．栄養塩が小型浮魚生産量に及ぼす影響解明（３）
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まとめ

【背景】 栄養塩濃度が水産資源に及ぼす影響について

・海域の栄養塩を直接利用するノリ等の藻類養殖への影響は明らか
・二枚貝や魚類生産との因果関係については、科学的検証が必要

水産庁事業「栄養塩の水産資源に及ぼす影響の調査」（H30年度～）

・ 二枚貝の餌料生物として重要であるが知見の少ない底生性の微細藻類について、
現状把握および栄養塩の影響解明を行う。

・ 周防灘におけるアサリ生産量の減少は水温上昇と、栄養塩低下との関係が示唆
されている。最新データを追加し、調査範囲を瀬戸内海全域に拡大して解析する。

・藻場生態系に関する既往知見レビュー、現状評価、調査・実験により、藻場の生物
生産力の維持に必要な栄養塩濃度等の海域環境について提言を目指す。

・ 燧灘のカタクチイワシを研究対象として、漁獲量減少と動物プランクトン・低次生産
環境との因果関係を明らかにし、魚類生産に及ぼす貧栄養化の影響を考察する。

【今後の課題】

・栄養塩と水産資源の関係解明には、餌生物と水産資源との関係解明が重要であり、
餌生物（動物プランクトンなど）に関するデータの蓄積が必要。

・様々な種に関する栄養塩と水産資源の関係解明にはより詳細な検討が必要。
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